
様式１（小・中）
 【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和6年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共
通実践・学習内容の定着に向
けた分かりやすい授業の実践

○学力・学習状況調査結果の
分析をもとにした学習指導上
の確認事項を意識して指導し
たと答える教職員を100％に
する。

・問題解決型または学習過程
のあり方を全職員で共通理解
し、ノート指導や学習の決まり
の指導の徹底を図る。 B

・学力向上研修で設定した学年の
取り組みにそれぞれ取り組んでい
る。少しずつ成果が見られるよう
になった。 B

・学力向上研修で設定した学年の
取り組みに対して、達成率85％ほ
どであった。各学年職員室の近く
の壁に掲示しておくなどの手立て
が必要であった。

A

・先生方の取組は、フリー参観等
で伝わる。
・成果指標を評価するアンケート
結果において、１００％達成されて
いることは、十分達成されている
と評価してよい。

学力向上コーディネーター

○主体的に学び、進んで考え
る児童の育成

○めあてを達成するために、
友達と話したり、調べたりする
など、進んで学習に取り組ん
でいると答えた児童を８０％以
上にする。

・興味・関心・疑問を引き出す
ような課題提示の工夫を行
い、友達と対話させながら、主
体的に学び、進んで考える児
童を育てる。 B

・１学期末のアンケートの結果で
は、８８％の児童がめあてを達成
するために、友達と話したり、進ん
で学習に取り組んでいると答え
た。今後も、友達と対話させる時
間を設けたり、タブレットを活用し
たりする授業づくりを進め、主体
的に学ぶ児童を増やしていく。

B

・2学期末のアンケートの結果で
は、８９％の児童がめあてを達成
するために、友達と話したり、進ん
で学習に取り組んでいると答え
た。今後も、研修や教材研究を積
み重ねながら授業改善に取り組
み、子どもたちが主体的に学ぶこ
とができる授業づくりを行っていく
必要がある。

A

・フリー参観等で見られる児童の
姿から、十分達成されていると評
価してよい。
・成果指標を評価するアンケート
結果において達成されているの
で、十分達成されていると評価し
てよい。

学びづくり部長

●心の教育

●児童生徒が、自他の生命を
尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

〇学校評価アンケートの、道
徳に関するアンケートの項目
において肯定的な回答をする
児童を80％以上にする。
〇道徳の授業公開を年に１度
以上は必ず行う。

・道徳的な判断力、心情、実
践意欲と態度を高めるための
授業実践力の向上に取り組
む。
・フリー参観デー等で道徳授
業を公開し、家庭・地域と心
の教育の連携を強化する。

B

・6/9のフリー参観デーで、全クラ
スにおいて、保護者や地域の方
が参画したふれあい道徳を実施し
た。

A

・道徳に関するアンケートにおい
て肯定的な回答をした児童97.4％
・道徳に関するアンケートにおい
て肯定的な回答をした保護者が
97.9％で昨年より2.3％上昇した。
・ふれあい道徳を実施したことで
道徳教育の推進につながった。

A

・公民館での児童のマナーもよく、
学校外での子どもたちの過ごし方
もよいと思われる。
・アンケートの質問項目が取組内
容と合致しているかどうか検討が
必要。

道徳教育推進教員

●いじめの早期発見、早期対
応に向けた取組の充実

○教職員の研修や教育相談
週間、いじめアンケート・心の
アンケート等の実施により、学
校はいじめ防止・早期発見と
解決に努めていると答える教
職員を100％にする。

・アンケート等で問題事案を
覚知した場合は、早急にチー
ムで対応する。正確に事実確
認をし、話し合いの場を設け、
早期解決を図る。

B

・毎月、いじめ・いのちを考える時
間に併せて心のアンケートの確実
な実施を行った。気になる事案
は、担任が状況を聞き取り、学年
主任や管理職へ報告をすることで
早期解決につなげることができ
た。教育相談週間では、児童一人
ひとりと個別に話すなかで、状況
を把握する機会となった。

B

・毎月のいじめ・いのちを考える時
間では、１つの学級に多くの職員
が関わって実施をした。いじめ防
止・早期発見の取組についてのア
ンケート結果は、教職員７６．７％
であったが、前年度より約３５％上
がっている。学年をはじめとする
チームでの対応で早期解決を図
るようになった。児童の約8割が
困ったとき先生に相談できると答
えた。１００％を目指して教育相談
の在り方を検討していく。

B

・いじめの早期発見や早期対応に
対する先生方の取組は大変すば
らしいものがある。
・困った時に先生に相談しにくいと
いう児童も一定数いるので、その
児童へのアプローチを今後学校
全体で考えていく必要がある。
・今年度のいじめ事案の再発防止
と取組を全職員で行ってほしい。

教育相談

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

・コロナ感染防止対策の緩和に伴い、多くの教育活動や行事、地域の催しがコロナ禍以前の状態にもどった。まちづくり協議会や関連機関など再び地域と連携し、開かれた学校づくり、心豊かな地域を愛する児童の育成に取り組むことができた。
・校内研究では、「算数科」を中心に授業改善、学力向上に努め、全国学習状況調査や県学習状況調査では、すべての学年・教科で県平均を上回る結果が得られた。
・大きないじめ事案や児童の問題行動等の事案の発生、個別の支援を必要とする児童が増加傾向にあり、学校全体で組織的な対応を迫られることとなった。問題行動等の事案への早期発見、早期対応を全職員で取り組むとともに他者への思いやりや社会性を身につける教育
活動の充実が必要である。
・幸い重大な事故には至らなかったが、交通事故が一件発生した。事故防止に向けて、児童への安全指導を強化及び地域と連携した事故防止対策を進める必要がある。

２　学校教育目標

夢をもち　心豊かに　たくましく生きる　神野っ子の育成

   合言葉 「楽しい学校のステキな○○」

３　本年度の重点目標

①自己肯定感・自己有用感の育成による心の安定

②健康・体づくりに対する意識の向上と望ましい運動習慣・食習慣の形成

③業務改善・教職員の働き方改革の推進

学校名 佐賀市立神野小学校
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●児童生徒が夢や目標を持
ち、その実現に向けて意欲的
に取り組もうとするための教
育活動。

●先生たちはあなたのよいと
ころを認めてくれていると答え
る児童を90％以上にする。
●将来の夢や目標を持ってい
ると答える児童を80％以上に
する。

・学習時間をはじめ学校生活
のあらゆる場面で一人一人の
よさを見つけ、お互いを認め
合う学級風土作りを行う。
・「楽しい学校のステキな○
○」を合い言葉に、全職員で
自己肯定感を高めるためにの
「すてき発見」に取り組む。

B

・学校生活のあらゆる場面で、で
きていない児童を注意するのでは
なくできている児童の姿を見つけ
褒める取り組みを行っている。
・将来の夢や目標を持っていると
答える児童の割合が増えるような
手立てを設定し、取り組みを続け
る。

A

・褒めて育てる手立てにより学校
のルールをきちんと守って生活し
ていると答えている児童は、80％
強であった。
・将来の夢や目標を持っていると
答える児童の割合は85％と高
かった。

A

・給食の時間に全職員で取り組ま
れている「ほめほめタイム」は、子
どもたちのすてき発見につなが
り、子どもたちの自己肯定感を高
めていると思う。 教務主任

●健康・体つくり

○運動習慣の改善や定着化 ○運動場によく出て遊ぶ児童
を60％以上にする。

・外遊びの奨励、スポーツチャ
レンジ等の取り組みを通し
て、日常的に体を動かす機会
を増やす。

B

・低学年と中学年を中心に６０％
ほどの児童が運動場や中庭で休
み時間を過ごしている。
・スポーツチャレンジについては、
後期に実施ができるようアナウン
スをしていく。 B

・運動が好きだと答える児童が６
２％ほどいた。しかし、外や中庭で
遊んでいる児童は４２％ほどと
なっている。高学年を中心に、体
育館開放を利用し、体育館で遊ん
でいる姿が見られた。児童数のわ
りに運動場が狭いため、体育館の
開放を引き続き行い、運動の機会
を増やしていきたい。

B

・運動が好きだと答える児童が６
２％いることは評価できると考えら
れるが、成果指標を達成できてい
ないので、今後の取組に期待す
る。 体育主任

●望ましい食習慣と食の自己
管理能力の育成

●健康に良い食生活をしてい
ると答える児童を８０％にす
る。

・担任と栄養教諭が連携し、
計画的に食育指導を行う。ま
た、食育の授業を行うことで、
家庭への食育へとつなげる。

B

食育の中心となる給食の時間に
おいての学級間での差がみられ
る。目標を意識した指導ができる
よう教材の提供及び連携強化を
図りたい。

A

・「食事・健康に関する調査」で健
康に良い食事をしている児童の割
合は８８．１％であった。今後も食
育指導や授業を通して、継続的な
指導を行っていく。

A

・今後も保護者へのアンケート結
果をみても、家庭での取組も十分
である。家庭への啓発もよくなさ
れていると感じる。

栄養教諭・食育担当

○安全に関する資質・能力の
育成

○ヘルメットの着用率９０％以
上を目指す

・担任、安全指導、生徒指導
主任との連絡を密にし、常日
頃の生活指導や交通安全教
室等を通して児童の安全への
意識を高める

B

・安全教室や放送での呼びかけを
するが、なかなか着用率が上がら
ない状況にある。今後は通信等で
保護者に呼びかけたりPTAの呼
びかけたりする。また、事故の危
険性やヘルメットの必要性を理解
させることで、安全への意識を高
める。

C

・「自転車に乗るときヘルメットを
かぶっていますか？」に対してい
つもかぶっていると答えた児童が
７６．８％だった。また、交通安全
への対応などについてよく話をし
ている家庭は６０％だった。友達
同士や家族で安全について話し
合う取り組みを考え、安全を守る
ことの重要性を理解させていく必
要がある。

B

・交通事故に限らず、児童の危機
管理が甘いようにも感じる。
・交通事故が今年、３件あったと
のことだが、家庭と協力して再発
防止に取り組んでほしい。 生徒指導・安全教育担当

●業務改善・教職員
の働き方改革の推
進

●業務効率化の推進と時間
外在校等時間の削減

●月の時間外在校等時間が
４５時間を超える職員の割合
を１０％以下にする。

・1週間に1度定時退勤日を定
め、全職員で定時退勤に努め
る。
・４５時間を超える職員につい
ては、個別に声をかけ、時間
を意識した働き方を促す。

C

・45時間を超える職員の割合は、
４月５５％、５月４２％、６月４０％、
７月１３％、８月０％、９月３７％で
ある。個別に声をかけたり、金曜
日を定時退勤日と設定したりした
が、、働きかけが積極的ではな
かった。今後、１８：３０に職員に声
かけを行い、１９時には、セットで
きるように働きかける。

C

・成果指標に掲げている１０％以
下が達成できた月は、８月のみで
あった。勤務時間を意識する声か
けや定時退勤日を設けて、取り組
みを行ったが放課後に行事の打
ち合わせや予定外の会議や対応
があり、特にクラス担任の時間外
が増えてしまった。

C

・成果指標を達成できていないの
で、「C]であるが、先生方のやる
べきことが多すぎるように感じて
いる。
・学校だけで業務改善、働き方改
革を行うには限界がある。

管理職

●特別支援教育の
充実

○特別支援教育の推進 ○特別支援教育COが中心と
なり、特別支援学級担任と交
流学級担任との連携を図りな
がら支援体制を整え、月１回
以上、支援の実態把握を行
う。

・「自立活動」や「個別の指導
計画の効果的な活用」等、特
別支援教育に関するミニ研修
を定期的に行う。
・特別支援学級や発達障害傾
向の児童との関わり方につい
て学校全体で理解を深める。

B

・交流学級との密な連携を通し
て、児童の成長を支えることがで
きた。
・毎週1回の特別支援部会を開催
することで、児童の現状や対応に
ついて共有し、支援することがで
きた。

A

・週１回の学年部会に特別支援学
級担任も参加し、学年の児童や支
援に関する情報共有を行った。
・毎週1回の特別支援部会を開催
した。在籍児童の実態や支援の
方法を共有することで特別支援に
関する専門的な理解を深めること
ができた。

A

・月１回以上、実態把握を行うこと
を目標としていたところから、週１
回支援を要する児童のために先
生方が実態把握や共通理解をさ
れたことは、大変すばらしい。 特別支援教育コーディネー

ター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校づく
り

◎地域連携を効率的・効果的
に推進し、地域の良さを知り、
進んで地域に関わろうとする
気持ちを育む教育活動の充
実

◎地域の良さを知り、地域の
人と一緒に活動や学習をする
ことが好きと答える児童を
80％以上にする。

・各教科並びに総合学習にお
いて、地域の「人・物・事」を活
用した学習活動を積極的に仕
組む。また地域の関係者と学
年の担当者との連絡体制を
整える。
・まちづくり協議会と連携を密
にし、児童が地域行事等に進
んで参画しやすい環境を整え
る。

B

・各学年、教科や総合の時間に地
域の「人・物・事」を計画的に活用
している。
・まちづくり協議会と連携して、児
童に地域行事等を紹介すること
で、たくさんの児童が行事に参加
している。

A

・各教科や総合的な学習の時間
において、JAなど地域の各種団
体を利用した授業実践を行ってい
る。
・少年の主張大会や神野芸術祭
などまちづくり協議会と連携して
行事を行ったり、神野公民館での
行事を紹介したりした。カブトムシ
大会や夏祭りには、たくさんの児
童が参加した。

A

・ここ２年間、夏祭りや地域行事へ
の参加率が高まっている。学校の
協力にも感謝している。

教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価



様式１（小・中）

５　総合評価・

　　次年度への展望

・給食時の「楽しい学校のステキな友達を紹介する」ほめほめタイムを中心に、「褒める」ことを大切に全職員で取り組むことができた。児童の自己肯定感や自己有用感も高まりつつある。しかし、不登校傾向や学級で不適応を起こす児童が増えているため、次年度は、不登校傾向
や不適応を起こす児童への支援や対応が課題である。
・大きないじめ事案に発展する事案は起きることがなかった。これは、教職員の情報収集力が高く、すぐに、管理職へ報告し、迅速に対応できたことが大きい。今後も、迅速な報告と組織での共有、対応を行う。大きな事案に発展することはなかったが、いじめ事案は起きている。他
者への思いやりや社会性を身につける教育活動の充実を図っていきたい。
・交通事故が年度当初に３件起こったことは、大変残念である。交通事故の再発防止に向けた取組みは次年度の重点目標と考えるが、交通事故にかぎらず「命を守る」教育及び指導、家庭との連携を充実させたい。
・地域との関係がよく、学校への理解と協力が得られている。今後も、地域との連携を大切にしながら開かれた学校づくり、神野を愛する児童の育成に取り組んでいきたい。


